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シワスマン彗星後日物語り

　こ・に掲げるのは，シブスマン氏自身が撮ったシブスマン彗星である・

シゾスマンA．Sel、wassmann氏は猫逸ハムプルグ市の郊外ベルグドルフ村に

ある「ハムブルグ天文塁」の首席毫員であって，毫長ショア：R．Seh・lr博士

の下に永く天燈窩眞徽測を凹んでゐられる・「天界」第57號第385－386頁

に山本氏が此のハムブルグ天文毫を訪問され，シブスマン氏にも會はれた

記事がある・シゾスマン氏が，助手ワクマン氏と共に，軍常使用してゐら

れるのはツァイス會砒製の「リペルト望遠鏡」と呼ばれ，二つの爲眞望遠

鏡と，一つの眼親望遠鏡と，総計三つのものを一括して一・つの堅牢な赤道

儀の上に載せかけたものである・眼覗望遠鏡の方は，口樫34センチ，焦黒占

340センチのもので，爲眞撮影のll寺には之れが案内望遠鏡となる・又斜

影望遠鏡の方は二つとも，口径3Qセンチ，焦学制センtといふ強力のも

のである・此の望遠鏡で，氏はかつて星團の窮眞研究をやってみたが，近

頃は小遊星などもやり，近年はワクマン氏と協同して彗星，新星，小遊星

などの珍らしいものS襲見をやってみる・

　「シブスマン・ワクマン彗星」と名の付いた彗星は次ぎの四つである・

1925年第三彗∠産　（1927jtllll月15日獲見，週チ切16iドの圭藍星）

1926年第六彗星　（1926　lr．　1‘）月16日糞見，ジヤコビ｝二赴星）

1926年第一彗星　（1929年1月17日饗見，週；916年余の葺星）

1930年d茸、星　（1930年5月2日越∫」，遁期は51Fか？）

故に，こんどのは第四回目の彗星嚢見である・此等の彗星の中でも・第一

のものは，　．彗星といふよりも，むしろ小遊星に近い形の軌道を持ってる

て，其の嚢見も・近B黙通過後二年掌に行はれたといふ不思議なものであ

った・

　こんどのシブスvン彗星は，又別の意味に於いて，郎ち，ヰンネケ彗星
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の如く，我が地球に極めて近づき，流星雨を降らせるといふ豫想の下に大

魚な評判者になった・最近アメリカから到着した新聞などを見ると，あち

らでは日本以上に大騒ぎをしてみるらしく，ニウヨ！ク。タイムスにも，

別項の平皿の如き：大きな記事がある・ハレイ彗星の記憶や，ブルクス彗星

の爲眞など動くこて，人々の心を惹きつけてみるt

　流星が如何ほど見えたかについては，未だ六月になってからの報告が外

國から來ないので，さつばり分らないが，大膿に於いて，ヰンネケ彗星の

時の如く，覗力の弱い一般齪測者たちは，牧獲が甚だ少なかったのではな

いかと思ふ，　只，吾人が最も望みをかけてみるのはロシヤの観測者たち

の成績である・　ロシヤの八々は肚會的にも地理的にも天文研究，殊に流

星の観測に恵まれてみるので，恐らく，可なりの流星を見たことだろうと

想像される・

　ちなみに，花山天文豪で，宮澤氏等が五月二十一日夜に見た「牧夫座」

の新流星群は珍らしく，又僥倖な副産物であった・此れは．全く豫期ぜ

ずに，偶然見つけられた流星群であって，言は・蝉声君の李素勉働の賜で

ある・こSに同君が見た主な流星の現象を圖にして掲げることにした・

　花山ではシゾスマン彗星の爲眞が，種々の器械で，縛計100枚ばかり撮

られたが，此等を見ると，出現の最初から此の葺星は，中心部が南北爾側

へ長く延びて，二三種の尾があったり，頭部が二つに見えたり，よほど珍

らしいことが多かった・

　光輝は初めから可なり強かったが，豫想の如く，地球に近づくと共に・

肉眼にも見えるやうになった・こんどの彗星は，1927年のヰンケネ彗星の

時の如く，地球と0）距離の獲化によって彗星の光輝が如何に逼るかといふ

問題を解く好機會を與へたものであった・同時に，慮れと關醸して，吾等

は彗星の頭部の光輝の分布三態を知る鍵を與へられたわけである・
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花山天女毫で登見された牧夫座流星轟の圖
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　シゾスマン彗星の軌道は未だ決して確定的なものではないが，最近には，

英國の斯界の元老クロムメリン氏が，五月二十二日までの齪測位置を材料

として算出したもの及び・バ1クレイ天文毫のヘイフオド女史が六月二日

までの材料から算出したものが最も確からしい・之れによると，

　　　　　　　　　　　　　クロムメリン氏

垂曝が近日黙を通過したのは　去る6月14日1826

軌道赫圖の長牛裡は　　　　　　3．100190　軍位

離　　iC、　率　　〔i　　　　　　　　　　　　　　　O．6737486

門口黙から太陽までの距離は　　1・Ol1441軍備

公　　｝陣　　週　　渠月　　‘コ；　　　　　　　　　5年458614

へ4フオド女心

去る6月14日21981

3．　02713

u．　66588

1．01189

5勾三27044

であって，可なり短かい週期のものである・それで，此の星は來る1935年

の末から翌年初め頃，再び近日黙へやって昇る筈であるし，（其の時には地

球から観測は甚だ困難であるが）叉，

は，其の時は，良く見える筈である・

1941年の春にも再縢して，地球から

吉　村翁　の　死

　吉村由太郎翁が死なれた・其れは去る七月九日の早朝であった・花山の

人々も，教室の人々も，理れを闘いて，驚き，慰んだ・

　翁は大正十二年春のから京都帝國大學の天文部に囑托となって來た入で

あって，圭として教室の事務を見，暑さ塞さの厘別なく，まことによく勉

めた人であった・誰でも，教室に出入した人は，吉村翁の，常々愛らぬ温

顔と親切とを知らぬものはない・

　昨年，翁は還替の歳を迎へたが，其の年の孟夏の日にも，花山天文毫の

落成と，諸器械の移韓とのために，若い人々と共に，朝は八時から，午後

五時六時の頃まで働かれた勤務はぶりは，誠に感心させられたものであっ

た・

　九月末，突如として病氣に胃され，其の後，常に教室の事を氣にかけつ

・療養にっとめられたが，思はしからず・　前後八ケ月に亘る病床生活は

翁の体を蓑へさせられる一方であって，途に軋まれつ・逝かれだ花山や

教室には翁の美しい筆蹟が在りし日の面影を残してみる・


